
令和  ５年 ２月 １日 

第２回福祉問題審議会 

報 告 事 項 １ 資 料 

こども部子育て支援課 

事業名 子どもの医療費等助成事業 

目的・概要 

本制度は、習志野市子どもの医療費等の助成に関する条例に基づき、子どもの医

療費、調剤費及び診療・調剤報酬証明手数料を負担する保護者にその一部又は全部

を助成することにより、子どもの保健の向上を図るとともに保護者の経済的負担を

軽減し、子育て支援に資することを目的に実施しています。 

これまで、本制度における助成対象年齢につきましては、小学校３年生までだっ

た通院分の助成を、平成２６年１２月診療分から小学校６年生までに、平成２７年

８月診療分から中学校３年生までに拡大し、現在は通院・入院とも中学３年生まで

としております。 

また、市民の自己負担金は通院１回３００円(市民税所得割非課税世帯は無料)、

入院１日３００円(市民税所得割非課税世帯は無料)、調剤は無料としております。

なお、頻回受診、長期入院に係る助成(自己負担額の上限設定)は行っておりません。 

助成対象 

及び 

助成額 

このたび、以下の２点について、制度を改正することを予定しております。 

１．助成対象年齢の拡大 

 現行 改正後 

通院 

入院 

０歳～中学３年生 

(通院 1回、入院 1日につき

自己負担金 300 円) 

０歳～高校３年生相当年齢 

(通院 1 回、入院 1 日につき自

己負担金 300 円) 

調剤 
０歳～中学３年生 

(無料) 

０歳～高校３年生相当年齢 

(無料) 

目的：子育て世帯への更なる負担軽減を図るため 

 

２．月額上限の新規導入 

 １人の子どもが１つの医療機関について、１つの月内で通院 6 回以降、入院 11

日以降にかかった自己負担金を無料とする。 

目的：子育て世帯への更なる負担軽減を図るため、並びに県の補助制度改正に合

わせるため 

助成方法 

・償還払い方式(医療機関で一旦支払い、翌月以降、領収書を添付して市に還付 

を申請) 

・現物給付方式(受給券を医療機関に提示し、自己負担金のみ支払い) 

施行期日 

１．助成対象年齢の拡大  償還払い方式 …令和５年４月１日予定 

             現物給付方式 …令和５年８月１日予定 

２．月額上限の新規導入         …令和５年８月１日予定 

予算額 

【歳入】 

 県補助金（月額上限設定に係る扶助費分 補助率５０％）  ２２６，１５０円  

                  歳入計    ２２６，１５０円 

【歳出】 

扶助費(対象年齢拡大）           ６４，２１１，６６０円 

    (月額上限導入）              ９３９，００４円 

事務費(システム改修委託料)          ４，８７８，５００円 

       (現物給付審査手数料)          １，００３，２４５円  

    (その他)＊                ６６５，０００円 

                          歳出計 ７１，６９７，４０９円 

＊一部、令和 4年度予算分を含む   

 


